
神
経
症
ロ
①
胃
○
ｍ
耐
と
い
う
用
語
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
医
師
Ｗ
・
カ

レ
ン
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
る
。
（
一
七
八
三
年
）
・
近
年
こ
の
命
名
は
疾
病

分
類
か
ら
姿
を
消
し
た
が
、
日
本
の
精
神
科
臨
床
の
現
場
で
は
、
そ
の

用
語
は
実
感
を
伴
っ
た
多
形
単
体
と
し
て
な
お
機
能
し
て
い
る
。
日
本

の
和
洋
折
衷
医
学
の
伝
統
は
、
明
治
期
に
中
断
し
、
公
的
認
知
よ
り
ま

だ
十
年
に
充
た
な
い
。

江
戸
時
代
中
期
・
一
七
六
三
年
に
永
富
独
嚥
庵
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ

木
刻
出
版
さ
れ
た
『
漫
遊
雑
記
」
の
中
の
「
気
疾
」
と
い
う
用
語
が
注

目
さ
れ
る
の
は
、
単
に
使
用
頻
度
の
多
さ
の
み
で
な
く
、
こ
の
用
語
が

江
戸
時
代
の
古
方
派
の
到
達
峰
と
も
い
え
る
、
．
気
留
滞
説
」
と
い
う

単
一
疾
病
論
の
、
鍵
と
な
る
化
石
の
よ
う
な
病
（
熊
）
名
用
語
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
害
が
昭
和
十
年
代
に
、
動
物
学
者
の

黒
田
亮
や
医
史
学
者
の
富
士
川
瀞
に
よ
り
高
く
評
価
・
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
吾
が
国
で
は
す
ぐ
れ
た
医
道
の
害
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
つ
な
が
り
（
気
持
）
や
、
ひ
と
と
ひ
と
と
の
つ
な

が
り
（
つ
き
あ
い
）
を
日
本
語
で
は
、
気
感
を
表
わ
す
こ
と
ば
を
用
い
て

対
話
す
る
こ
と
が
多
い
。
日
常
の
な
に
げ
な
い
あ
い
さ
つ
で
も
天
気
に

托
し
て
、
あ
り
ふ
れ
た
身
体
感
覚
を
共
有
し
あ
い
、
確
認
し
あ
っ
て
日
々

暮
し
て
い
る
。
し
か
し
不
調
の
時
に
は
、
か
ら
だ
の
一
部
を
異
物
化
さ

永
富
独
哺
庵
（
漫
遊
雑
記
）
に
み
る
神
経
症
概
念
に
つ
い
て

小
曽
戸
明
子

せ
る
ご
と
く
「
気
」
を
主
語
に
し
て
、
そ
の
違
和
感
を
訴
え
悩
む
。
気

が
め
い
る
、
気
が
す
す
ま
な
い
、
気
が
散
る
、
気
が
狂
い
そ
う
だ
、
な

ど
自
己
不
在
、
里
匡
①
朋
な
表
現
に
な
る
。
そ
の
異
物
化
し
た
気
の
部
分

に
、
自
己
が
投
影
さ
れ
同
一
視
さ
れ
、
さ
ら
に
は
そ
の
身
体
違
和
感
覚

に
支
配
さ
れ
て
、
逆
の
体
験
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
く
。
い
わ
ゆ
る
分

裂
症
の
一
部
も
含
め
た
神
経
症
の
状
態
で
あ
る
。
こ
こ
ろ
の
病
気
の
状

態
を
、
気
の
病
い
と
そ
の
悪
循
環
と
言
っ
た
方
が
当
を
得
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
は
そ
の
為
で
あ
る
。

「
甘
え
の
構
造
」
（
一
九
七
一
年
・
土
居
健
郎
）
の
中
に
は
「
気
の
概
念
」

の
一
節
が
あ
り
、
「
気
の
病
い
」
と
「
気
ち
が
い
」
の
二
つ
の
概
念
に
つ

い
て
、
「
そ
れ
ぞ
れ
元
来
欧
米
語
の
翻
訳
で
あ
る
神
経
症
と
精
神
病
に
相

当
す
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
翻
訳
語
よ
り
も
、
そ
し
て
ま
た
も
と
の
欧
米

語
よ
り
も
、
は
る
か
に
よ
く
こ
れ
ら
精
神
障
害
の
本
質
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
日
本
語
で
「
気
の
病
い
」
と
い
う
と
本
当
の
病
気
で

は
な
い
、
た
い
し
た
病
気
で
は
な
い
、
と
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

「
気
の
せ
い
」
で
生
じ
て
い
る
病
い
は
「
詐
病
」
と
同
類
扱
い
さ
れ
か

ね
な
い
。
こ
れ
に
は
機
能
性
の
病
い
ご
胃
威
○
コ
巴
昌
の
函
用
に
対
し
て

の
偏
見
や
否
認
の
機
制
が
働
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
「
目
に
見
え
ぬ
も

の
は
言
わ
ぬ
」
と
い
う
吉
益
東
洞
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
く
て
も
、
実
体

が
つ
か
ま
ら
な
い
も
の
は
、
客
観
科
学
の
対
象
か
ら
は
ず
す
と
い
う
判

断
で
あ
る
。
明
治
以
降
に
移
植
し
た
医
学
の
ワ
ク
組
み
に
は
、
気
の
概

念
や
用
語
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
日
本
の
こ
の
百

年
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
病
名
告
知
と
、
日
常
用
語
と
し
て
の
病
名
と
の
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．
男
子
患
二
気
疾
一
、
左
右
脈
洪
数
、
心
下
瘤
堅
、
大
便
燥
結
、
需
麻

不
し
安
、
語
言
失
し
理
、
称
し
王
称
し
帝
、
余
以
一
一
三
聖
散
］
、
吐
し
之
二
回
、

与
一
一
参
連
白
虎
湯
一
三
十
余
日
而
全
愈
。
」
初
版
、
再
刻
本
と
も
に
筆
頭
に

あ
る
症
例
で
あ
り
、
気
疾
の
三
徴
候
が
身
体
所
見
と
精
神
所
見
そ
れ
ぞ

れ
簡
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
有
三
婦
人
一
、
日
言
、
我
面
今
日
、
加
レ

長
数
寸
、
我
面
今
日
加
レ
短
数
寸
、
蓋
得
三
之
其
性
多
レ
妬
、
其
夫
多
情
、

常
懐
二
醤
悶
一
也
、
長
二
服
三
黄
湯
一
而
愈
、
諸
気
疾
、
作
二
性
状
一
者
、
大

間
の
断
絶
は
、
す
で
に
十
八
世
紀
古
方
派
の
中
に
芽
ば
え
て
い
た
、
気

と
い
う
も
の
へ
の
認
識
に
か
か
わ
る
あ
る
本
質
的
な
態
度
・
ス
タ
ン
ス

の
差
異
に
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

永
富
独
哺
庵
の
『
漫
遊
雑
記
」
の
中
に
は
永
當
自
身
の
自
験
例
が
記

さ
れ
、
自
ら
徽
毒
を
病
ん
だ
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
「
気
疾
」
と
い
う

用
語
も
、
そ
う
し
た
性
感
染
症
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
か
ら
つ
む
ぎ
出

さ
れ
た
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
気
疾
」
と
い
う
用
語
は
、
再
刻
本
で
は
ｎ
回
用
い
ら
れ
、
前
半
６
回

は
総
論
、
後
の
５
回
は
症
例
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
今
世
患
二
徽
毒
一

者
、
多
兼
一
気
疾
一
、
故
処
方
亦
不
レ
兼
二
療
気
之
薬
一
、
則
毒
気
凝
而
難
レ

散
。
」
「
瘻
壁
初
発
、
其
人
無
二
徽
毒
萱
癌
血
之
諸
症
一
而
其
心
下
宿
鞭
弦

急
者
、
多
是
気
疾
也
、
須
下
用
二
吐
方
上
後
長
中
服
鳫
心
之
方
上
。
」
「
蓋
人
多
一
一

思
慮
一
火
易
し
動
、
火
動
則
津
液
澗
、
加
レ
旛
窓
レ
欲
則
因
為
一
一
虚
労
一
、
虚

労
亦
多
二
気
疾
一
・
」
こ
れ
ら
は
総
論
の
前
半
３
回
の
引
用
で
あ
る
。
気
疾

と
い
う
用
語
が
、
徽
毒
、
癌
血
、
虚
労
、
瘻
萱
な
ど
の
用
語
と
並
び
置

か
れ
、
兼
ね
る
と
い
う
言
い
方
で
鑑
別
し
つ
つ
複
合
病
態
を
診
て
治
療

に
当
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

概
皆
如
レ
此
・
」
こ
の
症
例
の
註
解
の
中
で
富
士
川
瀞
は
、
「
気
疾
と
称
す

る
も
の
は
専
ら
情
志
の
滞
う
る
に
因
り
て
現
わ
る
る
と
こ
ろ
の
諸
症
に

し
て
、
内
の
方
、
：
：
・
・
の
七
情
に
傷
ら
れ
て
…
…
今
で
言
え
ば
主
に
…
…

神
経
症
を
概
称
し
、
時
に
は
癩
病
の
一
症
を
も
気
疾
の
中
に
入
れ
、
或

は
精
神
病
の
部
類
に
属
し
て
、
し
か
も
外
か
ら
見
て
癒
狂
と
称
す
べ
き

ほ
ど
の
症
を
も
気
疾
の
中
に
算
せ
し
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
」
と
把
握
し

て
述
べ
て
い
る
。
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簡
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